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研究成果の概要 

本研究は、学問における認知の遅れに着目することで知識の空白領域を同定し、研究者が知

識の空白領域を活用するための論文探索技術の社会実装を目指す。2023年度は、昨年度作成し

た数万件の Sleeping Beauty と Princeのデータセットを用いて、知識の空白領域を活用した発見の

特徴を定量的に示すとともに、その特徴を活用した推薦モデルの開発とユーザーによる検証のた

めのシステム実装に取り組んだ。 

具体的な研究実施内容としては、まず Sleeping Beautyに対する引用文の傾向を、引用するセク

ション、引用文脈の観点から分析した結果、長い間活用されていなかった研究が引用され始める

時には、他の研究との対比構造で言及されることが多いことが明らかとなった。この発見は、科学

的発見に対する研究者の認識の変化を定量化した取り組みとして、計算社会科学の国際学会で

ある IC2s2で 7月に発表された。また、推薦モデルの開発においては、論文のダウンロード数に着

目することで研究者の関心を早期に取得できることを示した上で、よりピンポイントな推薦に向けて、

引用ネットワークの分散表現から任意の論文の Prince を予測する簡易モデルを作成した。前者の

発見は 12 月に横幹連合コンファレンスで研究発表を行ったが、よりユーザーからの感触を確かめ

るために論文推薦システムとしても実装し、一般向けに公開を行なった。その結果、当該モデルは

研究者にとって興味はあるがあまり触れたことのない領域を推薦できている可能性が示唆された一

方で、UIや精度評価指標設定での課題が新たに見つかっている。 

さらに、本課題がスコープとしている研究者の関心領域の定量化技術に関する卓越した研究コ

ミュニティ醸成のために、3月に Science of science研究会を立ち上げ、その第 1回の招待講演とし

て研究の新規性の定量化に関する講演を行った。 
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